
平
成
二
十
年
十
月
十
日
提
出

質
問
第
一
〇
九
号

麻
生
内
閣
に
お
け
る
経
済
政
策
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

提

出

者

鈴

木

宗

男
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麻
生
内
閣
に
お
け
る
経
済
政
策
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

「
前
回
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一
七
〇
第
四
六
号
）
を
踏
ま
え
、
再
質
問
す
る
。

一

前
回
質
問
主
意
書
で
、
か
つ
て
小
泉
純
一
郎
元
内
閣
総
理
大
臣
が
打
ち
出
し
、
後
継
の
安
倍
晋
三
内
閣
、
福
田
康
夫
内
閣

に
お
い
て
も
引
き
継
が
れ
て
き
た
、
財
政
再
建
や
政
府
の
財
政
出
動
に
よ
る
景
気
刺
激
よ
り
も
、
規
制
緩
和
に
よ
る
民
間
企

業
の
活
動
活
性
化
に
よ
る
景
気
浮
上
、
地
方
活
性
化
よ
り
も
都
市
部
の
活
性
化
に
よ
り
日
本
経
済
全
体
の
活
性
化
を
目
指
す

等
の
い
わ
ゆ
る
構
造
改
革
路
線
に
対
す
る
評
価
を
問
う
た
が
、
そ
も
そ
も
我
が
国
経
済
社
会
の
い
か
な
る
部
分
の
い
か
な
る

改
革
を
目
指
し
た
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。
麻
生
太
郎
内
閣
総
理
大
臣
の
見
解
如
何
。

二

前
回
質
問
主
意
書
で
、
小
泉
構
造
改
革
に
対
す
る
麻
生
総
理
の
評
価
を
問
う
た
と
こ
ろ
、
「
前
回
答
弁
書
」
で
は
「
我
が

国
が
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
経
済
社
会
の
構
造
改
革
は
、
一
定
の
成
果
を
上
げ
て
い
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。
」
と

し
て
い
る
が
、
で
は
小
泉
構
造
改
革
が
上
げ
た
成
果
と
は
、
具
体
的
に
ど
の
様
な
も
の
が
あ
っ
た
と
麻
生
総
理
は
認
識
し
て

い
る
か
。
小
泉
構
造
改
革
に
よ
り
、
我
が
国
国
民
の
生
活
、
厚
生
水
準
は
向
上
し
た
と
麻
生
総
理
は
認
識
し
て
い
る
か
。

三

「
前
回
答
弁
書
」
で
は
、
小
泉
構
造
改
革
に
伴
い
ひ
ず
み
が
生
じ
て
い
る
旨
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
麻
生
総
理
は

小
泉
構
造
改
革
に
よ
り
、
具
体
的
に
ど
の
様
な
ひ
ず
み
が
生
じ
た
と
認
識
し
て
い
る
か
。

一



四

小
泉
構
造
改
革
に
よ
り
、
い
わ
ゆ
る
勝
ち
組
、
負
け
組
と
、
国
民
を
二
分
す
る
風
潮
が
強
ま
り
、
強
い
者
、
富
め
る
者
、

ま
た
は
都
市
部
に
住
む
者
だ
け
が
繁
栄
で
き
る
と
い
う
社
会
構
造
が
で
き
、
国
民
間
の
所
得
格
差
が
広
が
っ
て
い
る
と
考
え

る
が
、
麻
生
総
理
の
見
解
如
何
。
我
が
国
は
か
つ
て
な
い
格
差
社
会
に
突
入
し
て
い
る
と
麻
生
総
理
は
認
識
し
て
い
る
か
。

五

近
年
我
が
国
で
は
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
や
ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ
難
民
等
の
言
葉
が
使
わ
れ
る
様
に
な
り
、
国
民
、
特
に
若
者
の
間

に
は
、
頑
張
っ
て
も
報
わ
れ
な
い
、
努
力
し
て
も
は
い
上
が
れ
な
い
と
、
人
生
を
諦
め
て
い
る
者
が
多
く
、
結
果
的
に
我
が

国
は
大
き
く
活
力
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
と
考
え
る
が
、
麻
生
総
理
の
見
解
如
何
。

六

政
府
は
十
月
三
日
、
経
済
財
政
諮
問
会
議
の
新
た
な
メ
ン
バ
ー
を
発
表
し
、
同
月
中
旬
の
開
催
を
目
指
し
て
い
る
と
承
知

す
る
が
、
右
は
小
泉
、
安
倍
、
福
田
と
続
い
た
構
造
改
革
路
線
を
見
直
し
、
こ
れ
ま
で
の
経
済
財
政
政
策
を
転
換
す
る
も
の

と
理
解
し
て
良
い
か
。

七

「
前
回
答
弁
書
」
に
あ
る
様
に
、
麻
生
総
理
が
「
活
力
が
あ
り
、
国
民
が
暮
ら
し
に
つ
い
て
安
心
で
き
る
社
会
」
を
作
り

た
い
と
考
え
て
い
る
の
な
ら
ば
、
小
泉
構
造
改
革
と
決
別
し
、
一
部
の
者
、
地
域
だ
け
が
経
済
的
繁
栄
を
享
受
で
き
る
社
会

経
済
シ
ス
テ
ム
で
は
な
く
、
富
の
公
平
配
分
、
再
配
分
シ
ス
テ
ム
を
強
化
し
、
国
民
個
々
人
の
自
助
努
力
を
失
わ
な
い
範
囲

で
日
本
国
民
全
て
が
経
済
的
繁
栄
を
享
受
で
き
る
社
会
経
済
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
目
指
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
麻
生

二



総
理
の
見
解
如
何
。

右
質
問
す
る
。

三


